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(1) 生産共同組織の形成 ･発展 ･変質 ･衰退という展開過程を説明するに当って,組織成員の主体的な
行動に関連づけて分析する研究方法を用いている｡そのために,農業経営理論の援用だけでなく,一般経
営学,社会学,社会心理学などの蓄積を生かして,学際的に農業生産共同組織理論を構築しており,その
意味において先駆的な業績であるといってよい｡
(2) 農業生産共同組織は一方において能率や収益性を追求し,個人単独では獲得できないような組織化
利益の実現をねらっている｡その反面,平等原則の支配する人格的な結合体であり,組織化利益の成員問
格差が少ないことが望まれている｡さらに日成的なゆるい結合体であるだけにたえず解体の危険にさらさ
れており,すぐれた組織 リーダーの企業者能力と献身的な尽力,および単なる和を越えた共存理念に裏づ
けられた人格的結合の強化がなくては,発展はおろか存続さえも困難である｡このように収益原則と平等
原則のバランスの主体的形成に共同組織存続の要件を求め,それを実証した点は高く評価される｡
(3) 生産共同組織は各種の条件変化に適応してたえず変化し,展開していくものであるが,本論文は,
稲作,園芸,畜産を主幹部門とする様々な経営形願について,その主産物の需給動向の変遷,政策条件や
兼業条件の変動に対応して,生産共同組織が動態的に組織の横棒と運営方式を適応させながら変形し,一
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方においてほ役割を終えて解体していくメカニズム,他方においては,共同組織における成員の機能を異
質化し,収益原則を優先させながら発展していくメカニズムを克明に分析している｡
(4) 組織形態が高度になり,持続性を要求されるほど,共存理念によって組織の弱点を補い,人格的結
合を強めることが必要になり,この機能を果す組織 リーダーの役割が重要になるのであるが,農村や農民
の社会的性格が, リーダーの育成について抑制的にはたらく点を明示している｡
以上のように本論文は,農業生産共同組織理論の構築に関して幾つかの新知見を得たものであり,農業
経営学の研究ならびに農業の実際面に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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